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トレース
CiscoUnified Serviceabilityでは、音声アプリケーションの問題のトラブルシューティングで使用で
きるトレースツールを提供しています。 Cisco Unified Serviceabilityは、SDI（System Diagnostic
Interface）トレース、Cisco CallManagerサービスおよび Cisco CTIManagerサービス用の SDL
（Signaling Distribution Layer）トレース（Unified Communications Managerに適用可能）、および
Javaアプリケーション用の Log4Jトレースをサポートしています。

トレースする情報のレベルや、各トレースファイルに含める情報の種類は、[Trace Configuration]
ウィンドウを使用して指定します。

Unified Communications Managerのみ：サービスが、Cisco CallManagerや Cisco CTIManagerなどの
コール処理アプリケーションの場合、電話機やゲートウェイなどのデバイスに対してトレースを

設定することができます。

Unified Communications Managerのみ：[アラーム設定]ウィンドウで、SDLトレースログファイ
ルなど、さまざまな場所にアラームを送ることができます。必要に応じて、CiscoUnifiedReal-Time
Monitoring Tool（Unified RTMT）での警告用にトレースを設定することもできます。

さまざまなサービスに対しトレースファイルに含める情報を設定したら、Cisco Unified Real-Time
Monitoring Toolの Trace and Log Centralオプションを使用して、トレースファイルを収集および
表示できます。

Cisco Unified IM and Presence Serviceabilityには、インスタントメッセージングおよびプレゼンス
アプリケーションの問題のトラブルシューティングに使用できるトレースツールが用意されてい

ます。 Cisco Unified IM and Presence Serviceabilityでは、次のトレースをサポートしています。

• SDIトレース

• Log4Jトレース（Javaアプリケーション用）

トレースする情報のレベル（デバッグレベル）、トレースする情報（トレースフィールド）、お

よびトレースファイルに関する情報（サービスごとのファイル数、ファイルサイズ、トレース
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ファイルにデータが保存された時間など）を設定できます。 1つのサービスに対してトレースを
設定することも、クラスタ内のすべてのサーバーに対してサービスのトレース設定を適用するこ

ともできます。

[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウでは、さまざまな場所にアラームを送ることが
できます。必要に応じて、IM and Presence Unified RTMTでの警告用にトレースを設定することも
できます。

さまざまなサービスに対しトレースファイルに含める情報を設定したら、Unified RTMTの Trace
and Log Centralオプションを使用して、トレースファイルを収集および表示できます。クラスタ
内の任意の IM and Presenceノードで使用できる任意の機能またはネットワークサービスのトレー
スパラメータを設定できます。 [トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウを使用して、問
題をトラブルシューティングするためにトレースするパラメータを指定します。独自のトレース

フィールドを選択する代わりに、あらかじめ決められたトラブルシューティングトレース設定を

使用するには、[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンド
ウを使用します。

トレースをイネーブルにすると、システムのパフォーマンスが低下します。そのため、トレース

は、トラブルシューティング目的でのみイネーブルにします。トレースの使用について支援が必

要な場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）にお問い合わせください。

（注）

トレース設定

トレースパラメータは、Serviceabilityのインターフェイスに表示される任意の機能またはネット
ワークサービスに対して設定できます。クラスタがある場合は、クラスタ内の任意のサーバーで

使用できる機能またはネットワークサービスに対してトレースパラメータを設定できます。 [ト
レース設定（Trace Configuration）]ウィンドウを使用して、問題をトラブルシューティングする
ためにトレースするパラメータを指定します。

トレースする情報のレベル（デバッグレベル）、トレースする情報（トレースフィールド）、お

よびトレースファイルに関する情報（サービスごとのファイル数、ファイルサイズ、トレース

ファイルにデータが保存された時間など）を設定できます。クラスタがある場合、1つのサービ
スに対してトレースを設定することも、クラスタ内のすべてのサーバーに対してサービスのトレー

ス設定を適用することもできます。

独自のトレースフィールドを選択する代わりに、あらかじめ決められたトラブルシューティング

トレース設定を使用するには、[トラブルシューティングトレース（Troubleshooting Trace）]ウィ
ンドウを使用します。トラブルシューティングトレースの詳細については、「トレースの設定」

を参照してください。

さまざまなサービスに対しトレースファイルに含める情報を設定したら、Unified RTMTの Trace
and Log Centralオプションを使用して、トレースファイルを収集できます。トレースの収集に関
連する詳細情報については、「トレース収集」を参照してください。

トレース
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トレース設定

[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウでは、事前
に設定されたトラブルシューティングトレース設定に設定するサービスを選択できます。この

ウィンドウでは、1つ以上のサービスを選択し、これらのサービスの設定を、事前に設定された
トレース設定に変更できます。クラスタがある場合、クラスタ内の異なるサーバー上のサービス

を選択して、そのサービスのトレース設定を事前に設定されたトレース設定に変更することがで

きます。 1台のサーバーの特定のアクティブ化されたサービス、サーバーのすべてのアクティブ
化されたサービス、クラスタ内のすべてのサーバーの特定のアクティブ化されたサービス、クラ

スタ内のすべてのサーバーのすべてのアクティブ化されたサービスを選択できます。このウィン

ドウでは、非アクティブなサーバーの横に [N/A]と表示されます。

機能またはネットワークサービスの事前に決定されたトラブルシューティングトレース設定に

は、SDL、SDI、および Log4jトレース設定があります。トラブルシューティングトレース設定
が適用される前に、元のトレース設定がバックアップされます。トラブルシューティングトレー

ス設定をリセットすると、元のトレース設定が復元されます。

（注）

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用した後で [トラブルシューティングトレー
ス設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウを開くと、トラブルシューティング用に設定
したサービスがチェック付きで表示されます。 [トラブルシューティングトレース設定
（TroubleshootingTraceSettings）]ウィンドウでは、トレース設定を元の設定にリセットできます。

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用すると、トラブルシューティングトレー

スがそのサービスに設定されたことを示すメッセージが [トレース設定（Trace Configuration）]
ウィンドウに表示されます。サービスの設定をリセットする場合は、[関連リンク（RelatedLinks）]
ドロップダウンリストボックスから、[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting
Trace Settings）]オプションを選択できます。指定したサービスの [トレース設定（Trace
Configuration）]ウィンドウでは、すべての設定が読み取り専用として表示されます。ただし、最
大ファイル数など、トレース出力設定の一部のパラメータを除きます。これらのパラメータは、

トラブルシューティングトレース設定を適用した後でも変更できます。

トレース収集

各種サービストレースやその他のログファイルを収集、表示、および zip圧縮するには、Trace
and Log Central（Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolのオプション）を使用します。 Trace and
LogCentralオプションを使用すると、SDL/SDIトレース、アプリケーションログ、システムログ
（イベントビューアアプリケーションログ、セキュリティログ、システムログなど）、クラッ

シュダンプファイルを収集できます。

収集したトレースファイルの表示にはWindowsのメモ帳は使用しないでください。Windowsのメ
モ帳では改行が正しく表示されません。

ヒント
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Unified Communications Managerのみ：暗号化をサポートするデバイスでは、Secure Real-time
Transport Protocol（SRTP）のセキュアキー関連情報はトレースファイルに表示されません。

（注）

トレース収集の詳細情報については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』
を参照してください。

着信側トレース

着信側トレースでは、トレースする電話番号または電話番号のリストを設定できます。セッショ

ントレースツールを使用してコールのオンデマンドトレースをリクエストできます。

詳細については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してくだ
さい。

トレース設定のセットアップ

次の手順では、Serviceabilityインターフェイスの機能およびネットワークサービスのトレースを
設定および収集する手順の概要を示します。

手順

Step 1 次のいずれかの手順を実行して、TLC Throttling CPU Goalおよび TLC Throttling IOWait Goalサー
ビスパラメータ（Cisco RIS Data Collectorサービス）の値を設定します。

• Cisco Unified Communications Managerの管理および Cisco Unified IM and Presence：システム >
サービスパラメータを選択し、TLC Throttling CPU Goalおよび TLC Throttling IOWait Goal
サービスパラメータ（Cisco RIS Data Collectorサービス）の値を設定します。

• Cisco Unity Connectionのみ：Cisco Unity Connection Administrationで [システム設定（System
Settings）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択し、TLC Throttling CPU Goal
および TLC Throttling IOWait Goalサービスパラメータ（Cisco RIS Data Collectorサービス）
の値を設定します。

Step 2 トレースを収集するサービスのトレース設定を行います。クラスタがある場合、1台のサーバー、
またはクラスタ内のすべてのサーバーに対してサービスのトレースを設定できます。

トレース設定を行う場合、デバッグレベルとトレースフィールドを選択してトレースログに含

める情報を選択します。

サービスで事前に設定されているトレースを実行する場合は、これらのサービスのトラブルシュー

ティングトレースを設定します。

Step 3 ローカル PCに Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolをインストールします。

トレース
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Step 4 監視されているトレースファイル内に指定された検索文字列が存在するときにアラームを生成す

る場合は、Unified RTMTの LogFileSearchStringFoundアラートを有効にします。

LogFileSearchStringFoundアラームは LpmTctCatalogにあります。 [アラーム（Alarms）] > [定義
（Definitions）]を選択します。 [アラームの検索場所（Find alarms where）]ドロップダウンリス
トボックスで [システムアラームカタログ（SystemAlarmCatalog）]を選択し、[等しい（Equals）]
ドロップダウンリストボックスで [LpmTctCatalog]を選択します）。

Step 5 CriticalServiceDownand CodeYellowなど、アラートのトレースを自動的にキャプチャする場合は、
UnifiedRTMTの特定のアラートの [アラート/プロパティの設定（SetAlert/Properties）]ダイアログ
ボックスで [トレースダウンロードのイネーブル化（EnableTraceDownload）]チェックボックスを
オンにし、ダウンロードを実行する頻度を設定します。

Step 6 トレースを収集します。

Step 7 適切なビューアでログファイルを表示します。

Step 8 トラブルシューティングトレースをイネーブルにすると、トレース設定サービスがリセットされ

て、元の設定に戻ります。

トラブルシューティングトレースを長時間イネーブルのままにすると、トレースファイル

のサイズが大きくなり、サービスのパフォーマンスに影響が生じるおそれがあります。

（注）

トレースの設定
ここでは、トレースの設定について説明します。

トレースをイネーブルにすると、システムのパフォーマンスが低下します。そのため、トレース

は、トラブルシューティング目的でのみイネーブルにします。トレースの使用について支援が必

要な場合は、テクニカルサポートチームにお問い合わせください。

（注）

トレースパラメータの設定

ここでは、Serviceability GUIで管理する機能サービスとネットワークサービスのトレースパラ
メータを設定する方法について説明します。

Cisco Unity Connectionでは、Cisco Unified Serviceabilityおよび Cisco Unity Connection Serviceability
でトレースを実行して Cisco Unity Connectionの問題をトラブルシューティングする必要がある場
合があります。CiscoUnityConnectionServiceabilityでトレースを実行する方法については、『Cisco
Unity Connection Serviceability Administration Guide』を参照してください。

ヒント
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手順

Step 1 [トレース（Trace）] > [設定（Configuration）]の順に選択します。

[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンリストボックスから、トレースを設定するサービスを実行
しているサーバーを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

Step 3 [サービスグループ（Service Group）]ドロップダウンリストボックスから、トレースを設定する
サービスのサービスグループを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

「トレース設定のサービスグループ」の表に、[サービスグループ（Service Group）]ド
ロップダウンリストボックスに表示されるオプションに対応するサービスとトレースラ

イブラリの一覧を示します。

ヒント

Step 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスからトレースを設定するサービスを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

ドロップダウンリストボックスには、アクティブなサービスと非アクティブのサービスが表示さ

れます。

Cisco Unity Connectionのみ：Cisco CallManagerサービスおよびCTIManagerサービスでは、
SDLトレースパラメータを設定できます。設定を行うには、いずれかのサービスの [ト
レース設定（Trace Configuration）]ウィンドウを開き、[関連リンク（Related Links）]ド
ロップダウンリストボックスの横にある [移動（Go）]ボタンをクリックします。

ヒント

サービスのトラブルシューティングトレースを設定すると、トラブルシューティングトレース機

能が設定されていることを示すメッセージがウィンドウの上部に表示されます。これは、[トレー
ス設定（Trace Configuration）]ウィンドウのフィールドが、[トレース出力設定（Trace Output
Settings）]以外すべて無効になることを意味します。 [トレース出力設定（Trace Output Settings）]
を設定するには、ステップ 11に進みます。トラブルシューティングトレースをリセットするに
は、トラブルシューティングトレース設定のセットアップを参照してください。

選択したサービスのトレースパラメータが表示されます。また、[すべてのノードに適用する]
チェックボックスが表示されます（Cisco Unified Communications Managerのみ）。

Step 5 Unified Communications Managerおよび IM and Presenceのみ：クラスタをサポートしている設定の
場合は、必要に応じて [すべてのノードに適用（Apply to All Nodes）]チェックボックスをオンに
して、クラスタ内のすべてのサーバーにサービスのトレース設定またはトレースライブラリを適

用できます。

Step 6 トレースオンチェックボックスをオンにします。

Step 7 Cisco Unity Connectionのみ：SDLトレースパラメータを設定している場合は、ステップ 10に進
みます。

Step 8 「デバッグトレースレベルの設定」の記述に従って、トレースする情報のレベルを [デバッグト
レースレベル（Debug Trace Level）]リストボックスから選択します。

トレース
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Step 9 選択したサービスの [トレースフィールド（Trace Fields）]チェックボックス（たとえば、[Cisco
Log PartitionMonitoring Toolトレースフィールド（Cisco Log PartitionMonitoring Tool Trace Fields）]）
をオンにします。

Step 10 アクティブ化するトレースを指定できるトレース設定がサービスに複数存在しない場合は、[すべ
てのトレースをイネーブル化（Enable All Trace）]チェックボックスをオンにします。選択した
サービスに複数のトレース設定がある場合は、「トレースフィールドの説明」の記述に従って、

イネーブル化するトレースのチェックボックスの横にあるチェックボックスをオンにします。

Step 11 トレースファイルの数とサイズを制限するには、トレース出力設定を指定します。詳細について

は、トレース出力設定を参照してください。

Step 12 トレースパラメータの設定を保存するには、[保存（Save）]ボタンをクリックします。

トレース設定に加えた変更は、Cisco Messaging Interface以外のすべてのサービスに即座に反映さ
れます（Unified Communications Managerのみ）。 Cisco Messaging Interfaceのトレースの設定変更
は、3～ 5分で有効になります。

デフォルトを設定するには、[デフォルトの設定（Set Default）]ボタンをクリックします。（注）

トレース
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トレース設定のサービスグループ
次の表に、[トレース設定（TraceConfiguration）]ウィンドウの [サービスグループ（ServiceGroup）]
ドロップダウンリストボックスに表示されるオプションに対応するサービスとトレースライブ

ラリの一覧を示します。

表 1 :トレース設定のサービスグループ

注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

CMサービスグループのほとんどのサービ
スでは、サービスのすべてのトレースを有

効化する代わりに、特定のコンポーネント

のトレースを実行することができます。[ト
レース（Trace）]フィールドの説明は、特
定のコンポーネントのトレースを実行でき

るサービスを示します。

• Cisco CTIManager
• Cisco CallManager
• Cisco CallManager Cisco IP電
話Service

• Cisco DHCP Monitorサービ
ス

• Cisco Dialed Number Analyzer
• Cisco Dialed Number Analyzer
Server

• Cisco Extended Functions、
Ciscoエクステンションモビ
リティ

• Cisco ExtensionMobilityアプ
リケーション

• Cisco IP Voice Media
Streaming App

• Cisco Messaging Interface
• Cisco TFTP
• Cisco Unified Mobile Voice
Access Service

Unified
Communications
Manager

CMサービス

これらのサービスでは、サービスに対して

すべてのトレースを有効化する代わりに、

特定のコンポーネントのトレースを実行で

きます。トレースフィールドの説明を参照

してください。

• Cisco IP Manager Assistant
• Cisco Web Dialer Web Service

Unified
Communications
Manager

CTIサービス

トレース
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注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、各サービスのすべてのトレー

スをイネーブルにします。

Cisco Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reportingでは、ストアドプロ
シージャを呼び出すレポートが実行される

と、ストアドプロシージャのロギングが開

始される前に、CiscoUnifiedCommunications
Manager CDR Analysis and Reportingが [ト
レース設定]ウィンドウの Cisco Unified
Communications Manager CDR Analysis and
Reporting Schedulerサービスおよび Cisco
Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reporting Webサービスの設定
されたデバッグトレースレベルを確認しま

す。事前生成レポートの場合は、Cisco
Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reportinggが Cisco Unified
Communications Manager CDR Analysis and
Reporting Schedulerサービスのレベルを
チェックします。オンデマンドレポートの

場合は、Cisco Unified Communications
Manager CDRAnalysis and Reportingが Cisco
Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reporting Web Serviceのレベル
をチェックします。 [Debug Trace Level]ド
ロップダウンリストボックスから [Debug]
を選択した場合、ストアドプロシージャの

ロギングがイネーブルにされ、ドロップダ

ウンリストボックスで別のオプションを選

択するまで続行されます。以下の Cisco
Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reportingレポートでは、スト
アドプロシージャのロギングが使用されま

す。ゲートウェイ使用状況レポート、ルー

トおよび回線グループ使用状況レポート、

ルートまたはハントリスト使用状況レポー

ト、ルートパターンまたはハントパイロッ

ト使用状況レポート、会議コール詳細レ

ポート、会議コール要約レポート、会議ブ

リッジ使用状況レポート、ボイスメッセー

ジ使用状況レポート、CDR検索レポート。

• Cisco Unified Communications
Manager CDR Analysis and
Reporting Scheduler

• CiscoUnified Communications
Manager CDR Analysis and
Reporting Web Service

• Cisco CDR Agent
• Cisco CDR Repository
Manager

Unified
Communications
Manager

CDRサービス

トレース
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注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

これらのサービスの説明については、Cisco
Unified IM and Presence Serviceabilityの機能
とネットワークサービスに関連するトピッ

クを参照してください。

•これらのサービスでは、特定のコン
ポーネントのトレースを実行する代わ

りに、このサービスのすべてのトレー

スをイネーブルにする必要がありま

す。

• Cisco Client Profile Agent
• Cisco Config Agent
• Cisco Intercluster Sync Agent
• Cisco Login Datastore
• Cisco OAM Agent
• Cisco Presence Datastore
• Cisco Presence Engine
• Cisco IM and Presence Data
Monitor

• Cisco Route Datastore
• Cisco SIP Proxy
• Cisco SIP Registration
Datastore

• Cisco Server Recovery
Manager

• Cisco Sync Agent
• Cisco XCP Authentication
Service

• Cisco XCP Config Manager
• Cisco XCP Connection
Manager

• Cisco XCP Directory Service
• Cisco XCP Message Archiver
• Cisco XCP Router
• Cisco XCP SIP Federation
Connection Manager

• Cisco XCP Text Conference
Manager

• Cisco XCP Web Connection
Manager

• Cisco XCP XMPP Federation
Connection Manager

IM and Presence
サービス

トレース
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注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

Cisco CCM DBL Web Libraryオプションを
選択すると、Javaアプリケーションのデー
タベースアクセスのトレースがアクティブ

化されます。C++アプリケーションのデー
タベースアクセスの場合は、CiscoExtended
Functionsトレースフィールドで説明するよ
うに、CiscoDatabase LayerMonitorのトレー
スをアクティブ化します。

Unified CommunicationsManagerをサポート
する Cisco Role-based Securityオプションを
選択すると、ユーザロールの許可に対する

トレースが有効となります。

データベースおよび管理者サービスグルー

プのほとんどのサービスでは、特定のコン

ポーネントのトレースをイネーブルにする

のではなく、サービスまたはライブラリの

すべてのトレースをイネーブルにします。

Cisco Database Layer Monitorの場合、特定
のコンポーネントのトレースを実行できま

す。

サービスのロギングの制御は、Cisco
Unified IM and Presence Serviceability
のUIで実行できます。ログレベル
を変更するには、[システムサービ
ス（System Services）]グループと
[Cisco CCMService Webサービス
（Cisco CCMService Web Service）]
を選択します。

（注）

Unified Communications Manager
および Cisco Unity Connection:

• Cisco AXL Web Service
• Cisco CCM DBL Web Library
• CiscoCCMAdminWeb Service
• Cisco CCMUser Webサービ
ス

• Cisco Database Layer Monitor
• Cisco UXL Webサービス

Unified Communications Manager

• Cisco Bulk Provisioningサー
ビス

• Cisco GRT Communications
Webサービス

• Cisco Role-based Security
• Cisco TAPSサービス
• Cisco Unified Reporting Web
サービス

IM and Presence Services：

• Cisco AXL Web Service
• Cisco Bulk Provisioningサー
ビス

• Cisco CCMUser Webサービ
ス

• Cisco Database Layer Monitor
• Cisco GRT Communications
Webサービス

• Cisco IM and Presence Admin
• Cisco Unified Reporting Web
サービス

• Platform Administrative Web
サービス

データベースおよ

び管理者サービス

トレース
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注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

Cisco CCM NCS Web Libraryオプションを
選択すると、Javaクライアントのデータ
ベース変更通知のトレースがアクティブ化

されます。

Cisco Unity RTMTWebサービスオプション
を選択すると、Unity RTMTサーブレット
のトレースがアクティブ化されます。この

トレースを実行すると、Unity RTMTクラ
イアントクエリーのサーバ側のログが作成

されます。

Unified Communications Manager
および Cisco Unity Connection:

• Cisco AMCサービス
• Cisco CCM NCS Web Library
• CCM PD Webサービス
• CiscoCallManager SNMPサー
ビス

• Cisco Log PartitionMonitoring
Tool

• Cisco RIS Data Collector
• Cisco RTMT Web Service
• Cisco Audit Event Service
• Cisco RisBean Library

UnifiedCommunicationsManager：

• Cisco CCMPDWebサービス

IM and Presence Services：

• Cisco AMCサービス
• Cisco Audit Event Service
• Cisco Log PartitionMonitoring
Tool

• Cisco RIS Data Collector
• Cisco RTMT Web Service
• Cisco RisBean Library

パフォーマンスお

よびモニタリング

サービス

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、各サービスのすべてのトレー

スをイネーブルにします。

• Cisco CTL Provider
• Cisco Certificate Authority
Proxy Function

•シスコ信頼検証サービス

Unified
Communications
Manager

セキュリティサー

ビス

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、このサービスのすべてのト

レースをイネーブルにします。

Cisco DirSyncUnified
Communications
Manager

ディレクトリサー

ビス

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、各サービスのすべてのトレー

スをイネーブルにします。

• Cisco DRF Local
• Unified Communications
Managerおよび Cisco Unity
Connectionのみ：CiscoDRF
Master

バックアップおよ

び復元サービス

トレース
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注記サービスおよびトレースライブ

ラリ

サービスグループ

Cisco CCMRealm Web Serviceオプションを
選択すると、ログイン認証のトレースがア

クティブ化されます。

Cisco CommonUser Interfaceオプションを選
択すると、複数のアプリケーションが使用

する共通コードのトレースがアクティブ化

されます。たとえば、CiscoUnifiedOperating
System Administrationや Cisco Unified
Serviceabilityなどが該当します。

Cisco CCMServiceWeb Serviceオプションを
選択すると、Cisco Unified Serviceabilityの
Webアプリケーション（GUI）のトレース
がアクティブ化されます。

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、各オプションまたはサービス

のすべてのトレースを有効化します。

UnifiedCommunicationsManager：

• Cisco CCMRealmWeb Service
• Cisco CCMService Web
Service

• Cisco Common User Interface
• Cisco Trace Collectionサービ
ス

IM and Presence Services：

• Cisco CCMService Web
Service

• Cisco Trace Collectionサービ
ス

システムサービス

Cisco SOAP Web Serviceオプションを選択
すると、AXL Serviceability APIのトレース
がアクティブ化されます。

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、このサービスのすべてのト

レースをイネーブルにします。

• CiscoSOAP Webサービス
• CiscoSOAPMessageサービス

SOAPサービス

Cisco Unified OS Admin Web Serviceは Cisco
Unified Operating System Administrationをサ
ポートしています。これは、証明書管理、

バージョンの設定、およびインストールや

アップグレードなどのプラットフォーム関

連の機能を管理するWebアプリケーション
です。

特定のコンポーネントのトレースを実行す

る代わりに、このサービスのすべてのト

レースをイネーブルにします。

Cisco Unified OS Admin Web
Service

プラットフォーム

サービス

デバッグトレースレベルの設定

次の表に、サービスのデバッグトレースレベル設定について説明します。

トレース
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表 2 :サービスのデバッグトレースレベル

説明レベル

アラームの状態とイベントをトレースします。異常なパス

で生成されるすべてのトレースに使用します。 CPUサイ
クルの最小数を使用します。

エラー（Error）

すべてのエラー状態と、プロセスおよびデバイスの初期化

メッセージをトレースします。

特殊（Special）

すべての特殊条件と、通常運用中に発生するサブシステム

の状態遷移をトレースします。コール処理イベントをト

レースします。

状態遷移（State Transition）

通常運用時に発生するすべての状態遷移条件とメディアレ

イヤイベントをトレースします。

重大（Significant）

すべてのサービスがこのトレースレベルを使用す

るわけではありません。

（注）

重要なすべての状態と、ルーチンの開始および終了点をト

レースします。

開始/終了（Entry/Exit）

すべての開始および終了状態と、低レベルのデバッグ情報

をトレースします。

任意（Arbitrary）

すべての任意の条件と、詳細なデバッグ情報をトレースし

ます。

詳細（Detailed）

次の表に、servletのデバッグトレースレベル設定について説明します。

表 3 : servletのデバッグトレースレベル

説明レベル

アプリケーションの中止を引き起こす可能性がある非常に

重大なエラーイベントをトレースします。

重大（Fatal）

アラームの状態とイベントをトレースします。異常なパス

で生成されるすべてのトレースに使用します。

エラー（Error）

有害な可能性のある状況をトレースします。警告（Warn）

多くのサーブレットの問題をトレースします。システムパ

フォーマンスへの影響は最小です。

情報（Info）

トレース

14

トレース

デバッグトレースレベルの設定



説明レベル

通常運用時に発生するすべての状態遷移条件とメディアレ

イヤイベントをトレースします。

すべてのロギングをオンにするトレースレベルです。

デバッグ（Debug）

トレースフィールドの説明

一部のサービスでは、サービスのすべてのトレースをイネーブルにする代わりに、特定のコンポー

ネントのトレースをアクティブ化できます。次のリストに、特定のコンポーネントのトレースを

アクティブにできるサービスを示します。いずれかの相互参照をクリックすると該当するセク

ションに移動し、サービスの各トレースフィールドの説明が表示されます。サービスが次のリス

トにない場合、[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウにそのサービスの [すべてのト
レースをイネーブル化（Enable All Trace）]チェックボックスが表示されます。

以下ののサービスは、Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionで利用するこ
とができます。

• Database Layer Monitorのトレースフィールド

• Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールド

以下ののサービスは、Unified Communications Managerで利用することができます。

• Cisco CallManager SDIのトレースフィールド

• Cisco CallManager SDLのトレースフィールド
• Cisco CTIManager SDLのトレースフィールド

• Cisco Extended Functionsのトレースフィールド

• Ciscoエクステンションモビリティのトレースフィールド

• Cisco IP Manager Assistantのトレースフィールド

• Cisco IP Voice Media Streaming Appのトレースフィールド

• Cisco TFTPのトレースフィールド

• Cisco Web Dialer Webサービスのトレースフィールド

Database Layer Monitorのトレースフィールド

次の表に、Cisco Database Layer Monitorのトレースフィールドを示します。 The Cisco Database
Layer Monitorサービスは、Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionをサポー
トします。

トレース
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表 4 : Cisco Database Layer Monitorのトレースフィールド

説明フィールド名

C++アプリケーションのデータベースライブラ
リのトレースをアクティブ化します。

DBライブラリトレースのイネーブル化（Enable
DB Library Trace）

サービスのトレースをアクティブ化します。サービスのトレースのイネーブル化（Enable
Service Trace）

C++アプリケーションのデータベース変更通知
トレースを有効にします。

DB変更通知のトレースのイネーブル化（Enable
DB Change Notification Trace）

このチェックボックスはオンにしないでくださ

い。デバッグ目的でシスコのエンジニアが使用

します。

単体試験のトレースのイネーブル化（Enable
Unit Test Trace）

Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールド

次の表に、Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールドを示します。 Cisco RIS Data Collector
サービスは、Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionをサポートします。

表 5 : Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールド

説明フィールド名

RISデータコレクタサービス（RIS）の RISDC
スレッドのトレースをアクティブ化します。

RISDCのトレースのイネーブル化（Enable
RISDC Trace）

RISデータコレクタのシステムアクセスライ
ブラリのトレースをアクティブ化します。

システムアクセスのトレースのイネーブル化

（Enable System Access Trace）

RISデータコレクタのリンクサービスライブ
ラリのトレースをアクティブ化します。

リンクサービスのトレースのイネーブル化

（Enable Link Services Trace）

RISデータコレクタの RISDCアクセスライブ
ラリのトレースをアクティブ化します。

RISDCアクセスのトレースのイネーブル化
（Enable RISDC Access Trace）

RISデータコレクタの RISDBライブラリのト
レースを有効にします。

RISDBのトレースのイネーブル化（Enable
RISDB Trace）

RISデータコレクタのPIライブラリのトレース
を有効にします。

PIのトレースのイネーブル化（EnablePITrace）

RISデータコレクタサービスの入出力 XML
メッセージのトレースを有効にします。

XMLのトレースのイネーブル化（Enable XML
Trace）

トレース
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説明フィールド名

RISデータコレクタの perfmonデータロギング
をトラブルシューティングするためのトレース

を有効にします。ログファイル、記録された

カウンタの総数、アプリケーションおよびシス

テムカウンタとインスタンスの名前、プロセス

とスレッドのCPUパーセンテージの計算、ログ
ファイルのロールオーバーと削除の発生をト

レースするために使用します。

Perfmonロガーのトレースのイネーブル化
（Enable Perfmon Logger Trace）

Cisco CallManager SDIのトレースフィールド

次の表に、Cisco CallManager SDIのトレースフィールドを示します。 Cisco CallManagerサービス
は、Unified Communications Managerをサポートします。

表 6 : Cisco CallManager SDIのトレースフィールド

説明フィールド名

H245メッセージのトレースをアクティブ化しま
す。

H245メッセージのトレースのイネーブル化
（Enable H245 Message Trace）

DT-24+/DE-30+デバイストレースの ISDNタイ
プのロギングをアクティブ化します。

DT-24+/DE-30+のトレースのイネーブル化
（Enable DT-24+/DE-30+ Trace）

一次群速度インターフェイス（PRI）デバイス
のトレースをアクティブ化します。

PRIのトレースのイネーブル化（Enable PRI
Trace）

ISDNメッセージトレースをアクティブ化しま
す。通常のデバッグに使用します。

ISDN変換のトレースのイネーブル化（Enable
ISDN Translation Trace）

H.225デバイスのトレースをアクティブ化しま
す。通常のデバッグに使用します。

H225とゲートキーパーのトレースのイネーブル
化（Enable H225 & Gatekeeper Trace）

各種デバイスのトレースをアクティブ化しま

す。

通常のシステム動作中はこのチェック

ボックスをオンにしないでください。

（注）

各種のトレースのイネーブル化（Enable
Miscellaneous Trace）

会議ブリッジのトレースをアクティブ化しま

す。通常のデバッグに使用します。

会議ブリッジのトレースのイネーブル化（Enable
Conference Bridge Trace）

トレース
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説明フィールド名

保留音（MOH）デバイスのトレースをアクティ
ブ化します。Unified CommunicationsManagerへ
の登録、Unified Communications Managerへの登
録解除、リソース割り当ての成功または失敗な

ど、MOHデバイスのステータスのトレースの
ために使用されます。

保留音のトレースのイネーブル化（EnableMusic
on Hold Trace）

Real-time Information Serverが使用する Unified
Communications Managerのリアルタイム情報ト
レースを有効化します。

Unified CMリアルタイム情報サーバーのトレー
スのイネーブル化（EnableUnifiedCMReal-Time
Information Server Trace）

SIPスタックのトレースをアクティブ化します。
デフォルトではイネーブルになっています。

SIPスタックのトレースのイネーブル化（Enable
SIP Stack Trace）

UnifiedCommunicationsManagerが、CiscoUnified
IP Phone、ゲートウェイ、およびその他の設定
可能なデバイスへ、録音済みの音声案内（.wav
ファイル）とトーンを再生できるようにするた

めに、Cisco IP Voice Media Streaming Application
サービスを使用する SCCPデバイスである
Annunciatorのトレースを有効化します。

アナンシエータのトレースのイネーブル化

（Enable Annunciator Trace）

CDRのトレースをアクティブ化します。CDRのトレースのイネーブル化（Enable CDR
Trace）

すべてのアナログトランク（AT）ゲートウェ
イのトレースをアクティブ化します。

アナログトランクのトレースのイネーブル化

（Enable Analog Trunk Trace）

電話機のトレースをアクティブ化します。ト

レース情報にはソフトフォンデバイスが含まれ

ます。通常のデバッグに使用します。

すべての電話機のトレースのイネーブル化

（Enable All Phone Device Trace）

メディアターミネーションポイント（MTP）
デバイスのトレースをアクティブ化します。通

常のデバッグに使用します。

MTPのトレースのイネーブル化（Enable MTP
Trace）

すべてのアナログおよびデジタルゲートウェイ

のトレースをアクティブ化します。

すべてのゲートウェイトレースのイネーブル化

（Enable All Gateway Trace）

別のチェックボックスで対象にされていない

コール転送およびすべてのサブシステムのト

レースをアクティブ化します。通常のデバッグ

に使用します。

転送と各種のトレースのイネーブル化（Enable
Forward and Miscellaneous Trace）

トレース
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説明フィールド名

メディアゲートウェイコントロールプロトコ

ル（MGCP）デバイスのトレースをアクティブ
化します。通常のデバッグに使用します。

MGCPのトレースのイネーブル化（EnableMGCP
Trace）

メディアリソースマネージャ（MRM）のアク
ティビティのトレースをアクティブ化します。

メディアリソースマネージャのトレースのイ

ネーブル化（Enable Media Resource Manager
Trace）

SIP呼処理のトレースをアクティブ化します。SIP呼処理のトレースのイネーブル化（Enable
SIP Call Processing Trace）

Cisco CallManagerトレースの SCCPキープアラ
イブトレース情報のトレースをアクティブ化し

ます。各 SCCPデバイスは 30秒ごとにキープ
アライブメッセージをレポートし、各キープア

ライブメッセージは 3行のトレースデータを
作成するため、このチェックボックスがオンの

場合大量のトレースデータが生成されます。

SCCPキープアライブのトレースのイネーブル化
（Enable SCCP Keep Alive Trace）

Cisco CallManagerトレースの SIPキープアライ
ブ（REGISTERRefresh）トレース情報のトレー
スをアクティブ化します。各 SIPデバイスは 2
秒ごとにキープアライブメッセージをレポート

し、各キープアライブメッセージは複数行のト

レースデータを作成するため、このチェック

ボックスがオンの場合大量のトレースデータが

生成されます。

SIPキープアライブ(REGISTERRefresh)のトレー
スのイネーブル化（Enable SIP Keep Alive
(REGISTER Refresh) Trace）

Cisco CallManager SDLのトレースフィールド

次の表で、Cisco CallManager SDLのトレースフィールド設定について説明します。 Cisco
CallManagerサービスは、Unified Communications Managerをサポートします。

シスコのエンジニアから指示された場合を除き、デフォルト設定を使用することを推奨します。（注）

表 7 : Cisco CallManager SDLの設定に対するトレースフィルタの設定

説明設定名

レイヤ 1のトレースをアクティブ化します。すべてのレイヤ1トレースのイネーブル化。
（Enable all Layer 1 traces.）

トレース
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説明設定名

詳細なレイヤ 1のトレースをアクティブ化しま
す。

詳細なレイヤ1のトレースのイネーブル化。
（Enable detailed Layer 1 traces.）

レイヤ 2のトレースをアクティブ化します。すべてのレイヤ2トレースのイネーブル化。
（Enable all Layer 2 traces.）

レイヤ 2インターフェイスのトレースをアク
ティブ化します。

レイヤ2インターフェイスのトレースのイネー
ブル化。（Enable Layer 2 interface trace.）

レイヤ 2伝送制御プログラム（TCP）のトレー
スをアクティブ化します。

レイヤ2TCPのトレースのイネーブル化。
（Enable Layer 2 TCP trace.）

ダンプレイヤ 2の詳細なトレースをアクティブ
化します。

詳細なダンプレイヤ2のトレースのイネーブル
化。（Enable detailed dump Layer 2 trace.）

レイヤ 3のトレースをアクティブ化します。すべてのレイヤ3トレースのイネーブル化。
（Enable all Layer 1 traces.）

コール制御のトレースをアクティブ化します。すべてのコール制御のトレースのイネーブル

化。（Enable all call control traces.）

さまざまなポーリングに対するトレースをアク

ティブ化します。

各種のポーリングのトレースのイネーブル化。

（Enable miscellaneous polls trace.）

データベースの信号のようなさまざまなトレー

スをアクティブ化します。

各種のトレース(データベース信号)のイネーブ
ル化。（Enable miscellaneous trace (database
signals).）

メッセージ変換信号のトレースをアクティブ化

します。

メッセージ変換信号のトレースのイネーブル

化。（Enable message translation signals trace.）

ユーザ間情報要素（UUIE）の出力のトレースを
アクティブ化します。

UUIEの出力のトレースのイネーブル化。
（Enable UUIE output trace.）

ゲートウェイ信号のトレースをアクティブ化し

ます。

ゲートウェイ信号のトレースのイネーブル化。

（Enable gateway signals trace.）

CTIのトレースをアクティブ化します。CTIのトレースのイネーブル化。（Enable CTI
trace.）

ネットワークサービスのデータのトレースをア

クティブ化します。

ネットワークサービスのデータのトレースのイ

ネーブル化（Enable network service data trace）

ネットワークサービスのイベントのトレースを

アクティブ化します。

ネットワークサービスのイベントのトレースの

イネーブル化（Enable network service event trace）

ICCP管理のトレースをアクティブ化します。ICCP管理のトレースのイネーブル化（Enable
ICCP admin trace）

トレース
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説明設定名

デフォルトのトレースをアクティブ化します。デフォルトのトレースのイネーブル化（Enable
default trace）

次の表で、Cisco CallManager SDL設定の特性について説明します。

表 8 : Cisco CallManager SDLの設定に対するトレースの特性

説明特性

クラスタ内通信プロトコル（ICCP）リンクス
テートのトレースをアクティブ化します。

SDLリンクステートのトレースのイネーブル化。
（Enable SDL link states trace.）

低レベルのSDLのトレースをアクティブ化しま
す。

低レベルのSDLのトレースのイネーブル化。
（Enable low-level SDL trace.）

ICCPリンクのポーリングのトレースをアクティ
ブ化します。

SDLリンクのポーリングのトレースのイネーブ
ル化。（Enable SDL link poll trace.）

ICCP未処理メッセージのトレースをアクティブ
化します。

SDLリンクメッセージのトレースのイネーブル
化。（Enable SDL link messages trace.）

信号データのダンプに対するトレースをアク

ティブ化します。

信号データのダンプのトレースのイネーブル

化。（Enable signal data dump trace.）

相関タグのマッピングに対するトレースをアク

ティブ化します。

相関タグのマッピングのトレースのイネーブル

化。（Enable correlation tag mapping trace.）

SDLプロセスの状態に対するトレースをアク
ティブ化します。

SDLプロセスの状態のトレースのイネーブル化。
（Enable SDL process states trace.）

SDLの prettyプリントに対するトレースを無効
化します。 prettyプリントでは、後処理を実行
しないでトレースファイルにタブとスペースを

追加します。

SDLのprettyプリントのトレースの無効化。
（Disable pretty print of SDL trace.）

SDLTCPイベントのトレースをアクティブ化し
ます。

SDL TCPイベントのトレースのイネーブル化。
（Enable SDL TCP event trace.）

Cisco CTIManager SDLのトレースフィールド

次の表で、Cisco CTIManager SDL設定のトレースフィルタの設定について説明します。 Cisco
CTIManagerサービスは Unified Communications Managerをサポートします。

シスコのエンジニアから指示された場合を除き、デフォルト設定を使用することを推奨します。ヒント
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[サービスグループ（Service Groups）]ドロップダウンリストボックスから CTIManagerサービス
を選択すると、[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウにこのサービスの SDIトレース
が表示されます。 Cisco CTI Managerサービスに対する SDIトレースをアクティブ化するには、
[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウで Cisco CTIManagerサービスに対して [すべて
のトレースをイネーブル化（EnableAll Trace）]をオンにします。 [SDL設定（SDLConfiguration）]
ウィンドウにアクセスするには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックス
から [SDL設定（SDLConfiguration）]を選択します。CiscoCTIManagerのSDL設定に対するトレー
スフィルタ設定テーブルとCisco CTIManager SDLの設定に対するトレースの特性テーブルに示さ
れている設定が表示されます。

ヒント

表 9 : Cisco CTIManagerの SDL設定に対するトレースフィルタ設定

説明設定名

さまざまなポーリングに対するトレースをアク

ティブ化します。

各種のポーリングのトレースのイネーブル化。

（Enable miscellaneous polls trace.）

データベースの信号のようなさまざまなトレー

スをアクティブ化します。

各種のトレース(データベース信号)のイネーブ
ル化。（Enable miscellaneous trace (database
signals).）

CTIのトレースをアクティブ化します。CTIのトレースのイネーブル化。（Enable CTI
trace.）

ネットワークサービスのデータのトレースをア

クティブ化します。

ネットワークサービスのデータのトレースのイ

ネーブル化（Enable network service data trace）

ネットワークサービスのイベントのトレースを

アクティブ化します。

ネットワークサービスのイベントのトレースの

イネーブル化（Enable network service event
trace）

ICCP管理のトレースをアクティブ化します。ICCP管理のトレースのイネーブル化（Enable
ICCP admin trace）

デフォルトのトレースをアクティブ化します。デフォルトのトレースのイネーブル化（Enable
Default Trace）

次の表で、Cisco CTIManager SDL設定のトレースの特性について説明します。

表 10 : Cisco CTIManager SDLの設定に対するトレースの特性

説明特性

ICCPリンクステートのトレースをアクティブ
化します。

SDLリンクステートのトレースのイネーブル
化。（Enable SDL link states trace.）

トレース
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説明特性

低レベルの SDLのトレースをアクティブ化し
ます。

低レベルのSDLのトレースのイネーブル化。
（Enable low-level SDL trace.）

ICCPリンクのポーリングのトレースをアクティ
ブ化します。

SDLリンクのポーリングのトレースのイネーブ
ル化。（Enable SDL link poll trace.）

ICCP未処理メッセージのトレースをアクティ
ブ化します。

SDLリンクメッセージのトレースのイネーブル
化。（Enable SDL link messages trace.）

信号データのダンプに対するトレースをアク

ティブ化します。

信号データのダンプのトレースのイネーブル

化。（Enable signal data dump trace.）

相関タグのマッピングに対するトレースをアク

ティブ化します。

相関タグのマッピングのトレースのイネーブル

化。（Enable correlation tag mapping trace.）

SDLプロセスの状態に対するトレースをアク
ティブ化します。

SDLプロセスの状態のトレースのイネーブル
化。（Enable SDL process states trace.）

SDLの prettyプリントに対するトレースを無効
化します。 prettyプリントでは、後処理を実行
しないでトレースファイルにタブとスペースを

追加します。

SDLのprettyプリントのトレースの無効化。
（Disable pretty print of SDL trace.）

SDLTCPイベントのトレースをアクティブ化し
ます。

SDL TCPイベントのトレースのイネーブル化
（Enable SDL TCP Event trace）

Cisco Extended Functionsのトレースフィールド

次の表に、Cisco Extended Functionsのトレースフィールドについて説明します。 Cisco Extended
Functionsサービスは Unified Communications Managerをサポートします。

表 11 : Cisco Extended Functionsのトレースフィールド

説明フィールド名

テレフォニーサービスプロバイダーのトレー

スをアクティブ化します。

QBEヘルパーCTIのトレースのイネーブル化
（Enable QBE Helper TSP Trace）

QBEヘルパー TSPインターフェイスのトレー
スをアクティブ化します。

QBEヘルパーTSPIのトレースのイネーブル化
（Enable QBE Helper TSPI Trace）

品質レポートツールのサービスのディクショナ

リのトレースをアクティブ化します。

QRTディクショナリのトレースのイネーブル化
（Enable QRT Dictionary Trace）

DOMヘルパーのトレースをアクティブ化しま
す。

DOMヘルパーのトレースのイネーブル化
（Enable DOM Helper Traces）

トレース
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説明フィールド名

データベース変更通知のトレースをアクティブ

化します。

冗長性および変更通知のトレースのイネーブル

化（Enable Redundancy and Change Notification
Trace）

品質レポートツールのレポートハンドラのト

レースをアクティブ化します。

QRTレポートハンドラのトレースのイネーブル
化（Enable QRT Report Handler Trace）

QBEヘルパー CTIのトレースをアクティブ化
します。

QBEヘルパーCTIのトレースのイネーブル化
（Enable QBE Helper CTI Trace）

品質レポートツールのサービスに関連するト

レースをアクティブ化します。

QRTサービスのトレースのイネーブル化（Enable
QRT Service Trace）

QRT DBアクセスのトレースをアクティブ化し
ます。

QRTDBのトレースのイネーブル化（EnableQRT
DB Traces）

標準テンプレートマップおよびマルチマップの

トレースをアクティブ化します。

テンプレートマップのトレースのイネーブル化

（Enable Template Map Traces）

品質レポートツールのイベントハンドラのト

レースをアクティブ化します。

QRTイベントハンドラのトレースのイネーブル
化（Enable QRT Event Handler Trace）

品質レポートツールのリアルタイム情報サー

バーのトレースをアクティブ化します。

QRTリアルタイム情報サーバーのトレースのイ
ネーブル化（Enable QRT Real-Time Information
Server Trace）

Ciscoエクステンションモビリティのトレースフィールド

次の表に、Ciscoエクステンションモビリティのトレースフィールドを示します。CiscoExtension
Mobilityサービスは Unified Communications Managerをサポートします。

表 12 : Ciscoエクステンションモビリティのトレースフィールド

説明フィールド名

Ciscoエクステンションモビリティサービスの
トレースをアクティブ化します。

EMサービスのトレースのイネーブル化（Enable
EM Service Trace）

Ciscoエクステンションモビリティアプリケーションサービスのトレースをアクティブ化する場
合は、Ciscoエクステンションモビリティアプリケーションサービスの [トレースの設定（Trace
Configuration）]ウィンドウで [すべてのトレースのイネーブル化（EnableAll Trace）]チェックボッ
クスをオンにします。

ヒント
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Cisco IP Manager Assistantのトレースフィールド

次の表に、Cisco IPManagerAssistantのトレースフィールドを示します。Cisco IPManagerAssistant
サービスは、Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートしています。

表 13 : Cisco IP Manager Assistantのトレースフィールド

説明フィールド名

Cisco IPManagerAssistantサービスのトレースを
アクティブ化します。

IPMAサービスのトレースのイネーブル化
（Enable IPMA Service Trace）

マネージャとアシスタントの設定に加えた変更

のトレースをアクティブ化します。

IPMA Managerの設定変更ログのイネーブル化
（Enable IPMA Manager Configuration Change
Log）

CTIManagerの接続に対するトレースをアクティ
ブ化します。

IPMA CTIのトレースのイネーブル化（Enable
IPMA CTI Trace）

CTIManagerのセキュアな接続に対するトレース
をアクティブ化します。

IPMACTIセキュリティのトレースのイネーブル
化（Enable IPMA CTI Security Trace）

Cisco IP Voice Media Streaming Appのトレースフィールド

ここで説明する内容は、Cisco Unity Connectionには適用されません。

次の表で、Cisco IP Voice Media Streaming Appのトレースフィールドについて説明します。 Cisco
IP Voice Media Streamingアプリサービスは、Unified Communications Managerをサポートします。

表 14 : Cisco IP Voice Media Streaming Applicationのトレースフィールド

説明フィールド名

初期化情報のトレースをアクティブ化します。サービス初期化のトレースのイネーブル化

（Enable Service Initialization Trace）

メディアターミネーションポイント（MTP）
用に処理されたメッセージをモニタするトレー

スをアクティブ化します。

MTPデバイスのトレースのイネーブル化（Enable
MTP Device Trace）

MTP、会議ブリッジ、MOHに対するデバイス
リカバリ情報のトレースをアクティブ化しま

す。

デバイスリカバリのトレースのイネーブル化

（Enable Device Recovery Trace）

Skinny Station Protocolのトレースをアクティブ
化します。

Skinny Stationメッセージのトレースのイネーブ
ル化（Enable Skinny Station Messages Trace）

高レベルで詳細なWinSock関連情報のトレース
をアクティブ化します。

WinSockレベル2のトレースのイネーブル化
（Enable WinSock Level 2 Trace）

トレース
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説明フィールド名

MOHオーディオソースマネージャをモニタす
るトレースをアクティブ化します。

保留音マネージャのトレースのイネーブル化

（Enable Music On Hold Manager Trace）

アナンシエータをモニタするトレースをアク

ティブ化します。

アナンシエータのトレースのイネーブル化

（Enable Annunciator Trace）

MTP、会議ブリッジ、MOHに対するデータベー
ス設定や変更をモニタするトレースをアクティ

ブ化します。

DB設定マネージャのトレースのイネーブル化
（Enable DB Setup Manager Trace）

会議ブリッジ用に処理されたメッセージをモニ

タするトレースをアクティブ化します。

会議ブリッジデバイスのトレースのイネーブル

化（Enable Conference Bridge Device Trace）

デバイスドライバのトレースをアクティブ化し

ます。

デバイスドライバのトレースのイネーブル化

（Enable Device Driver Trace）

低レベルで一般的なWinSock関連情報のトレー
スをアクティブ化します。

WinSockレベル1のトレースのイネーブル化
（Enable WinSock Level 1 Trace）

MOH用に処理されたメッセージをモニタする
トレースをアクティブ化します。

保留音デバイスのトレースのイネーブル化

（Enable Music on Hold Device Trace）

MOHオーディオソースファイルのダウンロー
ドをモニタするトレースをアクティブ化しま

す。

TFTPダウンロードのトレースのイネーブル化
（Enable TFTP Downloads Trace）

Cisco TFTPのトレースフィールド

次の表に、Cisco TFTPのトレースフィールドを示します。 Cisco TFTPサービスは、Unified
Communications Managerをサポートします。

表 15 : Cisco TFTPのトレースフィールド

説明フィールド名

サービスシステムのトレースをアクティブ化し

ます。

サービスシステムのトレースのイネーブル化

（Enable Service System Trace）

ビルドファイルのトレースをアクティブ化しま

す。

ビルドファイルのトレースのイネーブル化

（Enable Build File Trace）

サーブファイルのトレースをアクティブ化しま

す。

サーブファイルのトレースのイネーブル化

（Enable Serve File Trace）

トレース

26

トレース

Cisco TFTPのトレースフィールド



Cisco Web Dialer Webサービスのトレースフィールド

次の表に、Cisco Web Dialer Webサービスのトレースフィールドについて説明します。 Cisco Web
Dialer Web Serviceは Unified Communications Managerをサポートします。

表 16 : Cisco Web Dialer Webサービスのトレースフィールド

説明フィールド名

Cisco Web Dialer Servletのトレースをアクティ
ブ化します。

Web Dialer Servletのトレースのイネーブル化
（Enable Web Dialer Servlet Trace）

Redirector Servletのトレースをアクティブ化し
ます。

Redirector Servletのトレースのイネーブル化
（Enable Redirector Servlet Trace）

IM and Presence SIP Proxyサービスのトレースフィルタの設定
次の表では、IM and Presence SIP Proxyのトレースフィルタの設定について説明します。

表 17 : IM and Presence SIP Proxyサービスのトレースフィルタの設定

説明パラメータ

プロキシアクセスログトレースをイネーブルにします。プロキシが受

信した各 SIPメッセージの先頭行がログに記録されます。
Access Logのトレース
のイネーブル化

（Enable Access Log
Trace）

認証モジュールのトレースをイネーブルにします。Authenticationのトレー
スのイネーブル化

（Enable Authentication
Trace）

カレンダーモジュールのトレースをイネーブルにします。Calendarのトレースの
イネーブル化（Enable
CALENDAR Trace）

CTIゲートウェイのトレースをイネーブルにします。CTIゲートウェイのト
レースのイネーブル化

（Enable CTI Gateway
Trace）

Enumモジュールのトレースをイネーブルにします。Enumのトレースのイ
ネーブル化（Enable
Enum Trace）

トレース
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説明パラメータ

メソッド/イベントルーティングモジュールのトレースをイネーブルに
します。

Method/Eventルーティ
ングのトレースのイ

ネーブル化（Enable
Method/Event Routing
Trace）

Number Expansionモジュールのトレースをイネーブルにします。Number Expansionのト
レースのイネーブル化

（Enable Number
Expansion Trace）

sipdの子SIPパーサーの動作に関係するパーサー情報のトレースをイネー
ブルにします。

Parserのトレースのイ
ネーブル化（Enable
Parser Trace）

プライバシーリクエストに関するPAI、RPID、およびDiversionヘッダー
の処理に関する情報のトレースをイネーブルにします。

Privacyのトレースのイ
ネーブル化（Enable
Privacy Trace）

Registryモジュールのトレースをイネーブルにします。Registryのトレースの
イネーブル化（Enable
Registry Trace）

Routingモジュールのトレースをイネーブルにします。Routingのトレースのイ
ネーブル化（Enable
Routing Trace）

SIPUAアプリケーションモジュールのトレースをイネーブルにします。SIPUAトレースのイ
ネーブル化（Enable
SIPUA Trace）

Serverのトレースをイネーブルにします。Serverのトレースのイ
ネーブル化（Enable
Server Trace）

sipdごとの SIPマシンの動作に関係する情報のトレースをイネーブルに
します。

SIPメッセージとス
テートマシンのトレー

スのイネーブル化

（Enable SIP Message
and State Machine
Trace）

TCPサービスによるSIPメッセージのTCPトランスポートのトレースを
イネーブルにします。

SIP TCPのトレースの
イネーブル化（Enable
SIP TCP Trace）

トレース
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説明パラメータ

TCPサービスによる SIPメッセージのTLSトランスポートのトレースを
イネーブルにします。

SIP TLSのトレースの
イネーブル化（Enable
SIP TLS Trace）

SIP XMPP IMゲートウェイのトレースをイネーブルにします。SIP XMPP IMゲート
ウェイトレースのイ

ネーブル化（EnableSIP
XMPP IM Gateway
Trace）

Presence Web Serviceのトレースをイネーブルにします。Presence Web Serviceの
トレースのイネーブル

化（Enable Presence
Web Service Trace）

IM and Presenceのトレースフィールドの説明
次の表では、特定のコンポーネントに対するトレースのアクティブ化をサポートしているサービ

スのフィールドについて説明します。一部のサービスでは、サービスのすべてのトレースをイ

ネーブルにする代わりに、特定のコンポーネントのトレースをアクティブ化できます。この章に

ないサービスの場合は、[トレース設定（TraceConfiguration）]ウィンドウで、そのサービスに [す
べてのトレースをイネーブル化（Enable All Trace）]が表示されます。

Cisco Access Logのトレースフィールド

次の表に、Cisco Access Logのトレースフィールドを示します。

表 18 : Access Logのトレースフィールド

説明フィールド名

Access Logのトレースを有効にします。Access Logのトレースのイネーブル化（Enable
Access Log Trace）

Cisco Authenticationのトレースフィールド

次の表に、Cisco Authenticationのトレースフィールドを示します。

表 19 : Authenticationのトレースフィールド

説明フィールド名

認証トレースを有効にします。Authenticationのトレースのイネーブル化（Enable
Authentication Trace）
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Cisco Calendarのトレースフィールド

次の表に、Cisco Calendarのトレースフィールドを示します。

表 20 : Calendarのトレースフィールド

説明フィールド名

Calendarのトレースを有効にします。Calendarのトレースのイネーブル化（Enable
CALENDAR Trace）

Cisco CTIゲートウェイのトレースフィールド

次の表に、Cisco CTIゲートウェイのトレースフィールドを示します。

表 21 : CTIゲートウェイのトレースフィールド

説明フィールド名

CTIゲートウェイのトレースを有効にします。CTIゲートウェイのトレースのイネーブル化
（Enable CTI Gateway Trace）

Cisco Database Layer Monitorのトレースフィールド

次の表に、Cisco Database Layer Monitorのトレースフィールドを示します。

表 22 : Cisco Database Layer Monitorのトレースフィールド

説明フィールド名

C++アプリケーションのデータベースライブラ
リのトレースをイネーブルにします。

DBライブラリトレースのイネーブル化（Enable
DB Library Trace）

サービスのトレースをイネーブルにします。サービスのトレースのイネーブル化（Enable
Service Trace）

C++アプリケーションのデータベース変更通知
トレースを有効にします。

DB変更通知のトレースのイネーブル化（Enable
DB Change Notification Trace）

オンにしないでください。デバッグ目的でシス

コのエンジニアが使用します。

単体試験のトレースのイネーブル化（Enable
Unit Test Trace）

Cisco Enumのトレースフィールド

次の表に、Cisco Enumのトレースフィールドを示します。
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表 23 : Enumのトレースフィールド

説明フィールド名

Enumのトレースをアクティブ化します。Enumのトレースのイネーブル化（Enable Enum
Trace）

Cisco Method/Eventのトレースフィールド

次の表に、Cisco Method/Eventのトレースフィールドを示します。

表 24 : Method/Eventのトレースフィールド

説明フィールド名

Method/Eventのトレースをイネーブルにします。Method/Eventのトレースのイネーブル化（Enable
Method/Event Trace）

Cisco Number Expansionのトレースフィールド

次の表に、Cisco Number Expansionのトレースフィールドを示します。

表 25 : Number Expansionのトレースフィールド

説明フィールド名

Number Expansionのトレースを有効にします。Number Expansionのトレースのイネーブル化
（Enable Number Expansion Trace）

Cisco Parserのトレースフィールド

次の表に、Cisco Parserのトレースフィールドを示します。

表 26 : Parserのトレースフィールド

説明フィールド名

Parserのトレースを有効にします。Parserのトレースのイネーブル化（Enable Parser
Trace）

Cisco Privacyのトレースフィールド

次の表に、Cisco Privacyのトレースフィールドを示します。

トレース

31

トレース

Cisco Method/Eventのトレースフィールド



表 27 : Privacyのトレースフィールド

説明フィールド名

Privacyのトレースをアクティブ化します。Privacyのトレースのイネーブル化（Enable
Privacy Trace）

Cisco Proxyのトレースフィールド

次の表に、Cisco Proxyのトレースフィールドを示します。

表 28 : Proxyのトレースフィールド

説明フィールド名

Proxyのトレースをアクティブ化します。プロキシの追加（Add Proxy）

Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールド

次の表に、Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールドを示します。

表 29 : Cisco RIS Data Collectorのトレースフィールド

説明フィールド名

RISデータコレクタサービス（RIS）の RISDC
スレッドのトレースをアクティブ化します。

RISDCのトレースのイネーブル化（Enable
RISDC Trace）

RISデータコレクタのシステムアクセスライ
ブラリのトレースをアクティブ化します。

システムアクセスのトレースのイネーブル化

（Enable System Access Trace）

RISデータコレクタのリンクサービスライブ
ラリのトレースをアクティブ化します。

リンクサービスのトレースのイネーブル化

（Enable Link Services Trace）

RISデータコレクタの RISDCアクセスライブ
ラリのトレースをアクティブ化します。

RISDCアクセスのトレースのイネーブル化
（Enable RISDC Access Trace）

RISデータコレクタの RISDBライブラリのト
レースを有効にします。

RISDBのトレースのイネーブル化（Enable
RISDB Trace）

RISデータコレクタのPIライブラリのトレース
を有効にします。

PIのトレースのイネーブル化（EnablePITrace）

RISデータコレクタサービスの入出力 XML
メッセージのトレースを有効にします。

XMLのトレースのイネーブル化（Enable XML
Trace）
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説明フィールド名

RISデータコレクタの perfmonデータロギング
をトラブルシューティングするためのトレース

を有効にします。ログファイル、記録された

カウンタの総数、アプリケーションおよびシス

テムカウンタとインスタンスの名前、プロセス

とスレッドのCPUパーセンテージの計算、ログ
ファイルのロールオーバーと削除の発生をト

レースするために使用します。

Perfmonロガーのトレースのイネーブル化
（Enable Perfmon Logger Trace）

Cisco Registryのトレースフィールド

次の表に、Cisco Registryのトレースフィールドを示します。

表 30 : Registryのトレースフィールド

説明フィールド名

Registryのトレースを有効にします。Registryのトレースのイネーブル化（Enable
Registry Trace）

Cisco Routingのトレースフィールド

次の表に、Cisco Routingのトレースフィールドを示します。

表 31 : Routingのトレースフィールド

説明フィールド名

ルーティングトレースを有効にします。Routingのトレースのイネーブル化（Enable
Routing Trace）

Cisco Serverのトレースフィールド

次の表に、Cisco Serverのトレースフィールドを示します。

表 32 : Serverのトレースフィールド

説明フィールド名

Serverのトレースをアクティブ化します。Serverのトレースのイネーブル化（EnableServer
Trace）

Cisco SIP Messageと State Machineのトレースフィールド

次の表に、Cisco SIP Messageと State Machineのトレースフィールドを示します。

トレース

33

トレース

Cisco Registryのトレースフィールド



表 33 : SIP Messageと State Machineのトレースフィールド

説明フィールド名

SIPメッセージとステートマシンのトレースを
有効にします。

SIPメッセージとステートマシンのトレースの
イネーブル化（Enable SIP Message and State
Machine Trace）

Cisco SIP TCPのトレースフィールド

次の表に、Cisco SIP TCPのトレースフィールドを示します。

表 34 : SIP TCPのトレースフィールド

説明フィールド名

SIP TCPのトレースを有効にします。SIPTCPのトレースのイネーブル化（Enable SIP
TCP Trace）

Cisco SIP TLSのトレースフィールド

次の表に、Cisco SIP TLSのトレースフィールドを示します。

表 35 : SIP TLSのトレースフィールド

説明フィールド名

SIP TLSのトレースを有効にします。SIP TLSのトレースのイネーブル化（Enable SIP
TLS Trace）

Cisco Web Serviceのトレースフィールド

次の表に、Cisco Web Serviceのトレースフィールドを示します。

表 36 : Web Serviceのトレースフィールド

説明フィールド名

Presence Web Serviceのトレースを有効にしま
す。

PresenceWeb Serviceのトレースのイネーブル化
（Enable Presence Web Service Trace）

トレース出力設定

次の表に、トレースログファイルの説明を示します。
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[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウで [最大ファイル数（Maximum No. of Files）]ま
たは [最大ファイルサイズ（Maximum File Size）]を変更すると、サービスが実行中の場合は現在
のファイル以外のすべてのサービスログファイルが削除されます。サービスがアクティブ化され

ていない場合は、サービスをアクティブ化したときにただちにファイルが削除されます。ログ

ファイルの記録を保持する必要がある場合は、[最大ファイル数（Maximum No. of Files）]または
[最大ファイルサイズ（Maximum File Size）]の設定を変更する前に、サービスログファイルをダ
ウンロードして別のサーバーに保存してください。そのためには、Unity RTMTの Trace and Log
Centralを使用します。

注意

表 37 :トレース出力設定

説明フィールド

指定したサービスのトレースファイルの総数を

指定します。

Cisco Unified Serviceabilityでは、ファイルを識
別するために、cus299.txtのようにファイル名に
シーケンス番号が自動的に追加されます。シー

ケンス中の最後のファイルが一杯になると、最

初のファイルのトレースデータが上書きされま

す。デフォルトはサービスによって異なりま

す。

最大ファイル数（Maximum number of files）

トレースファイルの最大サイズ（MB単位）を
指定します。デフォルトはサービスによって異

なります。

最大ファイルサイズ(MB)（Maximum file size
(MB)）

トレース設定のトラブルシューティング

トラブルシューティングトレース設定ウィンドウ

[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウでは、事前に
設定されたトラブルシューティングトレース設定を行う Serviceability GUIのサービスを選択でき
ます。このウィンドウでは、クラスタ内の異なるノードに対してサービスを選択できます。これ

により、選択したすべてのサービスのトレース設定の変更が行われます。 1台のノードの特定の
アクティブなサービスの選択、そのノードのすべてのアクティブなサービスの選択、クラスタ内

のすべてのノードの特定のアクティブなサービスの選択、クラスタ内のすべてのノードのすべて

のアクティブなサービスの選択が可能です。このウィンドウでは、非アクティブなサーバーの横

に [N/A]と表示されます。
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IM and Presenceの場合、IM and Presence機能またはネットワークサービスの事前に決定されたト
ラブルシューティングトレース設定には、SDIおよび Log4jトレースの設定があります。トラブ
ルシューティングトレース設定が適用される前に、元のトレース設定がバックアップされます。

トラブルシューティングトレース設定をリセットすると、元のトレース設定が復元されます。

（注）

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用した後で [トラブルシューティングトレー
ス設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウを開くと、トラブルシューティング用に設定
したサービスがチェック付きで表示されます。 [トラブルシューティングトレース設定
（TroubleshootingTraceSettings）]ウィンドウでは、トレース設定を元の設定にリセットできます。

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用すると、トラブルシューティングトレー

スがそのサービスに設定されたことを示すメッセージが [トレース設定（TraceConfiguration）]ウィ
ンドウに表示されます。サービスの設定をリセットする場合は、[関連リンク（Related Links）]
リストボックスから、[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]
オプションを選択できます。指定したサービスの [トレース設定（Trace Configuration）]ウィンド
ウでは、すべての設定が読み取り専用として表示されます。ただし、最大ファイル数など、トレー

ス出力設定の一部のパラメータを除きます。

トラブルシューティングトレース設定

始める前に

トレース設定の設定タスクとトレースパラメータの設定タスクを確認します。

手順

Step 1 [トレース（Trace）] > [トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]
を選択します。

Step 2 [サーバー（Server）]リストボックスから、トレース設定をトラブルシューティングするサーバー
を選択します。

Step 3 [移動（Go）]を選択します。

サービスの一覧が表示されます。アクティブ化されていないサービスは、[該当なし（N/A）]と
表示されます。

Step 4 次のいずれかの操作を実行します。

a) [サーバ（Server）]リストボックスで選択したノードの特定のサービスをモニタするには、
[サービス（Services）]ペインでそのサービスをオンにします。

たとえば、[データベースおよび管理サービス（Database andAdminServices）]、[パフォーマン
スおよびモニタリングサービス（Performance and Monitoring Services）]、[バックアップおよ
び復元サービス（Backup and Restore Services）]ペインなどがあります。

この作業は、[サーバ（Server）]リストボックスで選択したノードのみに影響します。
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b) [サーバ（Server）]リストボックスで選択したノードのすべてのサービスをモニタするには、
[すべてのサービスをチェック（Check All Services）]をオンにします。

c) Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceクラスタのみ：クラスタ内のすべ
てのノードで特定のサービスをモニタするには、[すべてのノードで選択されたサービスを
チェック（Check Selected Services on All Nodes）]をチェックします。

この設定は、クラスタ内のサービスがアクティブなすべてのノードに適用されます。

d) Unified Communications Manager and IM and Presenceクラスタのみ：クラスタのすべてのサービ
スをモニタするには、すべてのノードのすべてのサービスをチェックするをオンにします。

Step 5 保存を選択します。

Step 6 元のトレース設定に戻すには、次のいずれかのボタンをクリックします。

a) [トラブルシューティングトレースをリセット（Reset Troubleshooting Traces）]：[サーバ
（Server）]リストボックスで選択したノードで元のトレース設定を復元します。また、選択
可能なアイコンも表示されます。

b) Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceクラスタのみ：[すべてのノード
でトラブルシューティングトレースをリセット（Reset TroubleshootingTracesOnAllNodes）]：
クラスタ内のすべてのノードでサービスの元のトレース設定を復元します。

[トラブルシューティングトレースをリセット（Reset Troubleshooting Traces）]ボタンは、1つ
以上のサービスのトラブルシューティングトレースを設定してある場合にのみ表示されます。

トラブルシューティングトレースを長時間イネーブルのままにすると、トレースファ

イルのサイズが大きくなり、サービスのパフォーマンスに影響が生じるおそれがありま

す。

（注）

[リセット（Reset）]ボタンをクリックすると、ウィンドウが更新され、サービスのチェック
ボックスがオフになります。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


